
2小節目3音目。中指で1弦12fを叩く。 2小節目6音目。ここでは人差指でタッピングする。

2小節目9音目。3弦12fを人差指で叩こう。 2小節目12音目。再び人差指で2弦をタッピングする。

著者も使用しているボスのGT-10B。ベース本体の原音
を生かしながら、多彩なサウンドを生み出せる。

　ここでは、筆者のタッピング時の音作りを
紹介しよう。筆者は、普段マルチ・エフェクター
を使用していて、マルチ内のエフェクターの順
番はコンプレッサー→パラメトリック・イコライ
ザー→コーラス→ディレイ→リバーブとなって
いる。コンプレッサーの設定は、音を少しつ
ぶし気味で、サステインを多めにしている（実
はタッピングに限らず、どのサウンドでも一
定）。イコライザーは、ハイを強調し、ミドル
がやや高く、ローは大きくカットという設定だ。
コーラスは音が揺れ過ぎず、広がりを感じさせ
る程度にしている。ディレイはディレイ・タイム
を314ms付近に合わせ、リバーブは、エフェ

クト・レベルが大きいと音が遠くなるので、あ
まり深く掛けないようにしている。最後に注意
してもらいたいポイントが、マスター・ボリュー
ムだ。タッピングはもともと音量が小さくなり
やすいテクニックのため、タッピング用のパッ
チは多少ボリュームを上げておくとよいだろう。
エフェクターは、ベース・アンプのスピーカー次
第で掛かり具合いが大きく変わってしまうもの
だ。その時の状況に合わせて臨機応変に微調
整しながら対応しよう。自分が一生懸命弾い
たフレーズをきちんと観客の耳に届けるために
も、音作りには細心の注意を払うようにしても
らいたい。
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足踏みを一定に保ち
リズムを正確に取るべし
　パーカッシブ・タッピングは、その名のとおり
パーカッションを叩いているようなテクニックの
ため、基本的に16ビート・フィーリングになる
ことが多い。したがって、弾き手がグルーヴを
コントロールできないと、フレーズが“こけて
しまう＝崩れてしまう”のだ。リズム感が悪い、
いわゆる“リズム音痴【註】”の人の演奏を見
ていると、演奏中にテンポを取っている足のス
テップ（カウント）が乱れていることが多い。4
分音符のタイミングで足踏みを入れて、身体で
16分音符を感じ取るように心掛けよう（図1）。
パーカッシブ・タッピングは、一見複雑に見え
るが、しっかり足踏みしながらリズムを取れば
必ず弾けるようになるはずだ。

アクセント音を
右手でしっかり叩くべし!
　このメイン・フレーズの模範演奏を聴くと、か
なりトリッキーに感じられることだろう。しか
し、使っているフレットは7・9・12フレットしか
なく、この3つのフレットを弦移動しながら複
雑な譜割りで演奏することで、強烈なインパク
トを生み出せるのだ。フレーズのアクセントは
すべて右手になるが、フレーズの抑揚を理解
しておくと、より模範演奏に近い演奏ができる
ようになるだろう。2&4小節目は16分音符の
3音フレーズ＝ポリリズム風パターンになってい
る。3音目に右手のタッピングを入れるという
ことを意識しながら演奏しよう（写真①〜④）。

タッピングをクリアに聴かせる
著者のエフェクターの設定を紹介しよう

【リズム音痴】  ジャストのタイミングで演奏しているつもりでも、微妙に前ノリや後ノリになってしまうことはある。リズム感を正すためには客観的な耳を持つことが大切なので、日々演奏を録音して聴き返すように心掛けよう。


